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団体戦予選は9月25日から27日の3日間、珍しく風待ちもなく、どの日も順調にレースが
行われました。
1日目は北東の風で4レースを消費しました。吹く頻度が低い風向での軽風という難しい

コンディションの中でしたが、スナイプクラスは順調な滑り出しとなりました。470クラ
スは思ったような結果を出せず、追いかける展開となりました。スナイプクラスは、立命
館、同志社、京大がいかに３艇ともをシングルでまとめるか、の戦いになっていました。
470クラスでは同志社が圧倒的な速さを見せ、立命館・金沢大・京大が残る２枠の本選出
場枠をめぐって競う展開となりました。
2日目は南風の順風で4レースを消費しました。スナイプクラスは1位立命館と僅差の2位

につけることができました。470クラスは苦戦を強いられ、3位金沢大との差が開く展開と
なってしまいました。3日目は北西の風で、風量の強弱・風向の変動ともに激しいコン
ディションの中、2レースを消費しました。結果、スナイプクラスは１レース目で逆転し
そのまま優勝、470クラスは差を詰めたものの4位となりました。
470クラスの全国大会への出場は叶わず、同クラスの4回生は引退が決まりました。近年

では予選突破は当然のようになっており、現役部員にとって予選敗退は初めての経験で、
当予選にかかっていたものの大きさを、失ってから再認識することになりました。この結
果は、470クラスとしてだけではなく、部全体としての敗北であり、足りないところが
あったことを表していると思います。今後、この結果を重く受け止め、さらなる活躍がで
きるよう努力して参ります。また、スナイプチームは本選での優勝を目指してこれからも
邁進してまいります。最後になりましたが、応援してくださった、OB、コーチ、保護者
の皆様大変ありがとうございました。

優勝を喜ぶスナイプチーム、本選にも期待大です
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全日本インカレ団体戦予選＠柳ヶ崎



85代にとって初の学連レースとなる個人戦予選は9/19、20の2日間、琵琶湖で行われま
した。1日目は西と北東、2日目は南西の風が吹き、風の触れや、強弱の激しい非常に難し
い不安定なコンディションでのレースとなりました。
部全体としては470、スナイプともに1艇ずつの突破という結果となりました。スナイプ

級で突破した、4回生クルーの金岩は、「同期の福矢とのペアでレースに挑みました。個
人戦の予選ということでしたが、出場枠とかはあまり気にせずにいつも通り頑張ろうと話
して、とても落ち着いてレースをこなすことができました。その結果安定した順位を保つ
ことができ、予選を突破することができました。まだまだミスも多くあり、船の方もレー
ス5日前に届いた新艇ということで船の持つポテンシャルを引き出せていなかったと思う
ので、しっかり反省をしもっともっと力をつけていきたいと思います。」と語ってくれま
した。

今回は非常に難しいコンディションでのレースで本来の実力を発揮できなかったペアも
多くいたと思われます。しかし、その中でも大きく叩かず安定した順位をとれるペアや1
日目の反省を活かして2日目にしっかり成績を上げてきたペアもいました。長い自粛期間
があり、ヨットに乗れていなかったため、成長する伸び代は他大学に比べて大きいことも
考えると、チーム全体でみた実力は強豪と呼ばれるような大学に全く劣っていないはずで
す。次こそはチームみんなで喜べるように全体としてにパワーアップしていきたいと思い
ます！
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全日本インカレ個人戦予選＠柳ヶ崎

人戦の予選ということでしたが、

安定した順位を保つことができ、

8月末に活動を再開し、9月に入ると、琵琶湖選手権、個人戦予選・団体戦予選と３レガッ
タが開催されました。いずれの大会も運営が集まりにくいなか、京大ヨット部の多くの
OB・OGの方々の協力があったからこそレースが成立していました。皆様の貴重なお時間
を割き、レースができる環境を整備していただいたおかげで、現役部員はかけがえのない
経験を積むことができました。皆様の温かいご協力に現役一同感謝しております。

～大会運営ご協力への謝辞～

予選を２位で通過した470級の高山・鈴木ペア
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琵琶湖セーリングチャンピオンシップ

今日のマネ飯 today’s dinner

２回生
マネージャー
野阪悠美子

部員たちの体調を支える毎日の食事。その中の一つを紹介します。

～レモンサマートルネード～
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部員リレーインタビュー member relay interview

日々練習に励んでいる部員の生の声をお届けします。
今回は85代主将・470クルーの藤田裕へのインタビューです。

020

藤田 裕

85代主将・470クルー

どんなスキッパーとも走れる、柔軟なクルーワークが素敵でした

Q.プレーヤーとしての
強み、練習で意識する
ことは？
A. 強みかはわかりませ
んが、自分より上手い
人の動画を研究して動
きをまねることは得意
です。470クルーは他
のポジションに比べて
体の動きで船をコント
ロールする要素が多い
ので、タックやジャイ
ブなどの動作はもちろ
んですが帆走中の一挙
手一投足もまねて練習
していました。特にラ
ンニングの体の動かし
方はスピンのパワー感
と船のスピード感、波
の方向に合わせて細か
くする必要があるため、
YouTubeに載っている
オリンピック選手の動
きはかなり勉強しまし
た。

Q.インカレ本戦に向けての意気込みを聞かせてく
ださい。
A．先日の団体戦予選でスナイプクラスが優勝した
一方で470クラスが全国出場を逃し、総合３位とい
う目標に挑戦することは出来なくなりました。こ
の１年間は総合成績のことのみを考えて過ごして
きたため、470クラスの予選敗退を受けて自分の無
力感や責任を感じています。しかし、あと1か月で
全国大会が始まるので１日も無駄にすることなく
スナイプクラスのクラス優勝という目標に貢献で
きるようレースメンバーのサポートをしていけた
らと思います

Q. これまでの部活を振
り返って
A. 高校時代に部活に
入っていなかったこと
もあり、大学の体育会
の部活を４年間続けら
れるか不安に思ってい
た時期もありましたが、
ヨットがとにかく楽し
くて、そしてヨットが
自分を夢中にさせてく
れたおかげで苦しいこ
とも面倒くさいことも
忘れさせてくれ、気づ
けば4回生になり、イ
ンカレまで残り僅かと
なりました。人の縁に
も恵まれ、最高の環境
でヨットに打ち込めて
いることに感謝し、引
退まで自分がやるべき
ことを全力でやってい
きます。

スナイプ新艇購入・基金への寄付のお礼
皆様からの寄付金をもとに、春の470新艇購入に引き続き、スナイプも新艇を購入しましたことをご報告させて
いただきます。また、先月は特に寄付金が多く寄せられ、部員一同感謝しております。コロナ禍で当部の活動

も翻弄されていますが、皆様のご支援によって支えられています。今後ともよろしくお願いいたします。

https://www.instagram.com/kuy
c_food/?hl=ja

過去のkuyc letezineはHPからご覧になれます。

マネージャーが参加できず、沖での写真が無い⋯
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